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要 旨
近年，千葉大学の国際展開では世界を視野に入れて全方位で取り組んできている中、アジア圏にお
けるコンソーシアムにも注力されてきている．千葉大学大学院看護学研究科では，アジア圏における
看護学教育および研究のパートナーとなる看護系大学の検討をしてきている．学生および教員の相互
訪問や学術交流実績を踏まえて，韓国ソウル国立大学看護学部およびタイ王国コンケーン大学看護学
部と学術交流協定（MOU：Memorandum of Understanding）を締結し，MOU学術交流協定の５年間
の契約を基盤としたアクションプランを検討した．その結果，グローバル人材育成を推進するアジア
圏における教育研究プラットフォームの構築に向けて，若手教員と大学院生および学部学生を支援す
ることを目的とした国際シンポジウムの共同開催を実施したので報告する．
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Abstract
Chiba University is expanding internationally in many directions for the human resource develop-
ment of global talent, and has focused on promoting an Asian consortium for many years.Chiba
University Graduate School of Nursing has been working with severalschools of nursing in Asia. Based
on the exchange experiences of students and faculties in recent years, Chiba University Graduate
School of Nursing established a Memorandum of Understanding (MOU) with Seoul National Universi-
ty College of Nursing in 2016, and with Khon Kaen University Faculty of Nursing in 2014.
According to the five„year MOU, the three universities discussed action plans and mile stones,
working toward the goal of promoting international collaborative research and education. Hence, we
co„hosted an international symposium for the cultivation and education of young nursing faculties,and
graduate and undergraduate students in 2017. We are continuing to prepare to co„host the next inter-
national symposium in 2018. This paper describes the international collaboration process to create a
platform for promoting international education and research and the challenges for future develop-
ment.
Key Words: Human resource development of global talent
MOU (Memorandum of Understanding)
Co„host international symposium
Platform for promoting international education and research
Nursing education and research in Asia
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Ⅰ．は じ め に
わが国の高等教育の分野では，グローバル人材
の育成は喫緊の課題となっているが，留学生数の
減少や研究の国際競争力の伸び悩みが報告されて
いる．同様の課題は，アジア諸国の高等教育にお
いてもみられる．
千葉大学は平成26年に文部科学省の「スーパー
グローバル大学等事業」のタイプBグローバル化
牽引型に採択されており，国際展開では世界を視
野に入れて全方位で取り組んできており、アジア
圏におけるコンソーシアムにも注力されてきてい
る．千葉大学大学院看護学研究科では，北米やヨー
ロッパ諸国に加えて1，2），アジア圏における看護
学教育および研究のパートナーとなる看護系大学
の検討を行ってきた3，4，5）．学生および教員の相
互訪問や学術交流実績を踏まえて，平成27年２月
にタイ王国コンケーン大学看護学部，平成28年３
月に韓国ソウル国立大学看護学部と学術交流協定
（MOU：Memorandum of Understanding）を締
結した．そこで，MOU学術交流協定の５年間の
契約を基盤としたアクションプランを検討した．
その結果，グローバル人材育成を推進するアジア
圏における教育研究プラットフォームの構築に向
けて,若手教員と大学院生および学部学生を支援
することを目的とした学術交流協定校による国際
シンポジウムの共同開催を実施し，看護教育研究
に意義ある活動成果を得たので報告する．
Ⅱ．実施内容および結果
１．千葉大学大学院看護学研究科のアジア圏にお
ける教育研究プラットフォームの構築
千葉大学大学院看護学研究科のアジア圏におけ
る教育研究プラットフォームの構築は，現時点
（平成29年９月末）では図１に示す通りである．
図に示されていない国と地域における交流実績
も，積極的に推進されてきているところである．
韓国ソウル国立大学看護学部との近年の交流実
績は，平成23年３月に園芸学部合同派遣にて看護
学研究科の教員２名が派遣されたことから活発な
交流がみられる．平成28年３月本研究科が当番校
として開催された第19回EAFONS (East Asian
Forum of Nursing Scholars) においてMOU調印式
が学長臨席のもと締結された。ソウル国立大学は
1946年に設立された韓国初の国立大学であり，看
護学部はそれに先立ち1907年の助産師看護師プロ
グラム開設に始まる．現在は学士課程，修士・博
士課程を擁し2012年にはシミﾕレーションセン
ター開設など，充実した看護教育研究を展開して
いる．
タイ王国コンケーン大学看護学部との近年の交
流実績は，平成25年12月にコンケーン大学で開催
されたGQHR（Globa l Qua l i ta t ive Heal th
Research）国際学会に，本学教員と大学院生らが
参加したことから始まった．平成26年３月に本学
けやき会館で開催された国際シンポジウムThe 1st
Asian Nurses’Cultural Competence Conference
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主な交流実績
□ ソウル国立大学看護学部
平成29年３月 EOLC招聘
平成29年３月 国際シンポ共同開催
平成28年７月 ANCC派遣
平成28年３月 MOU締結
ANCC招聘
EOLC招聘
平成26年３月 亥鼻高機能化派遣
平成25年３月 ANCC招聘
平成24年８月 SSSV学生交流
平成23年３月 園芸学部合同派遣
□ コンケーン大学看護学部
平成29年３月 EOLC招聘
平成28年11月 TCN準備派遣
平成28年３月 ANCC招聘
平成27年９月 ANCC調査派遣
平成27年３月 亥鼻高機能化派遣
平成27年２月 MOU締結
平成26年３月 ANCC招聘
平成25年12月 ANCC学会参加
（GQHR）
図１．千葉大学大学院看護学研究科のアジア圏における教育研究プラットフォームの構築
EOLC: 超高齢社会におけるエンド・オブ・ライフケア学の確立と人生を豊かに生きるアドバンスケア
プランニングの社会実装
ANCC: アジア圏における看護職の文化的能力の評価と能力開発・臨床応用に関する国際比較研究
SSSV: 学生支援機構留学生交流支援制度（Short Stay & Short Visit）
TCN: 異文化看護演習（Transcultural Nursing）
GQHR: 質的研究保健医療国際学会（Global Qualitative Health research）
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「アジア圏における看護職の文化的能力の評価と
能力開発・臨床応用に関する国際比較研究」（科
学研究費助成基盤（A）研究代表者 野地有子）に
おいて，ソウル国立大学およびコンケーン大学の
准教授らを招聘し共同研究が開始された．平成27
年２月にコンケーン大学看護学部の学部長および
副学部長総勢5名が本学を表敬訪問され，MOU調
印式が学長臨席のもと執り行われた．コンケーン
大学の所在するコンケーンはタイ王国東北部に位
置し，ASEAN（東南アジア諸国連合）地域の経
済的発展の中心地となっている．コンケーン大学
看護学部は，タイ王国最初の看護学部であり，学
部内に３つの研究センターを有し，実践と教育・
研究をつなぐ目的で高齢者ケア施設をキャンパス
内に開設する準備に着手している．日本からのア
クセスのしやすさと環境安全面が確認され，学部
生の異文化看護演習（TCN: Transcultural Nurs-
ing）の候補大学として準備が進められ，平成29
年から学部生の相互交流が開始されたところであ
る．
以上の交流実績を踏まえ，ソウル国立大学看護
学部およびコンケーン大学看護学部と連携し，千
葉大学大学院看護学研究科のアジア圏における教
育研究プラットフォームの構築が推進されてきて
いる．
２．MOU学術交流に基づくアクションプラン
MOUに基づいた大学間、部局間の交流では，
その評価が課題となってきている６）．そこで，
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MOUに基づく学術交流について，千葉大学，ソ
ウル国立大学およびコンケーン大学の３大学間で
のメール審議及び，平成28年６月30日ソウル国立
大学において検討会を開催した．その結果，１）
研究は教員が独立して取り組んでいるので，国際
共同研究の推進のためには，協定校の教員の研究
テーマ一覧をマトリックスとして共有しマッチン
グを行うことがよい，２）１）のマッチングから
の国際共同研究テーマの設定については，研究方
法と研究対象の２つの側面およびこれらの組み合
わせが考えられる，３）２）で設定されたテーマ
に関するワークショップおよびシンポジウム等の
共同開催を通して，3大学の教員や大学院生の人
的交流を推進することが話し合われた．また，ソ
ウル国立大学での検討会において具体的なアクシ
ョンプランとして，ワークショップおよびシンポ
ジウム等の共同開催の実施可能性が検討された．
個別に開催することは，時間的経済的に継続は難
しいことが想定され，毎年アジアで開催される
EAFONSにおいて共同発表の場を設定すること
について提案され，第20回EAFONS（香港）を
目指してトピックの選定と発表候補者について検
討した．トピックの選定では，国際共同研究に発
展するアジア圏での共通の課題をとりあげるこ
と，また発表候補者には，グローバル人材の育成
という共通の課題に向け，若手教員と大学院博士
課程の大学院生の組み合わせが提案された．その
後，第20回EAFONS（香港）大会長およびプロ
グラム委員会への提案を行い，国際共同シンポジ
ウムとして承認され，千葉大学とソウル国立大学
による共同国際シンポジウムの開催となった．コ
ンケーン大学は，次年度の第21回EAFONS（韓
国）からの参加が予定された．
３． 国際共同シンポジウムの開催
2017年３月９日に、香港で開催された第20回
EAFONSにて，本研究科とソウル国立大学看護
学部によるシンポジウムを共同開催にて実施し
た７）．本シンポジウムは，MOU（学術交流協定
書）に基づき，契約期間の5年間に若手研究者を
育成し，国際共同研究を推進するための国際共同
教育の第一歩と位置づけられた．そのため，両大
学から若手教員と博士課程の大学院生のペアによ
る共通テーマを演題とした．また，学部生の国際
学会参加と発表のチャレンジの場としても活用し
た．
シンポジウムのタイトルは，「地域における高
齢者看護の課題」とした．目的は，東アジアにお
ける看護系リーディング大学の千葉大学とソウル
国立大学間における研究推進支援のためのプラッ
トフォームの構築である．このプラットフォーム
は，次世代のグローバル人材としての看護研究者
を育成する多様な機会を提供することが期待され
る．目標は，１）地域における高齢者看護の課題
についての看護研究の成果の共有，２）国際的共
同研究と共同教育の推進，３）地域における高齢
者看護に関する研究課題を国際比較により検討す
るとした．両大学から２名の共同座長が選出され，
発表者は両大学とも准教授と博士課程大学院生の
あわせて4名であった．また指定発言者として，
本学部生でトビタテ留学ジャパンに採用された学
生による「看護の未来」に関する口演発表を実施
した．会場には約70名の参加者がみられた．質疑
応答では，アジアだけでなくフィンランドとスイ
スからの参加者による発言などもあり国際比較を
踏まえた討議が行われた．
今回の第１回国際共同シンポジウムの経験を活
かして，第２回の国際共同シンポジウムは2018年
１月の第21回EAFONS（韓国）での実施が予定
されている．第２回は，千葉大学，ソウル国立大
学に加えて，コンケーン大学の３大学で実施し，
シンポジウムのテーマは，「アジア圏の看護実践
における感染予防」とした．本研究科から発表す
る若手研究者および大学院生の渡航費等について
は，本研究科からの助成金による支援が行われ，
グローバル人材育成や国際化の組織的支援体制が
とられている．
Ⅲ．考 察
国際交流の推進にあたっては，教員や学生等の
個人的つながりから始まる場合が多いことが知ら
れているが，組織的取り組みの必要性もあげられ
る６）．大学部局間のMOUに盛り込む内容は，ど
のような目的をもって国際交流を推進するかによ
って，関係大学部局間で協議して決められる．本
研究科では，千葉大学の「スーパーグローバル大
学等事業」採択（平成26年文部科学省）を受け，
教員と学生，事務職員のグローバル人材育成にむ
けて，平成26年度以降にMOUを締結したアジア
圏における２つの大学と組織的にMOU評価を実
施しアクションプラン策定のうえ，国際シンポジ
ウムの共同開催を行った．アジア圏での看護問題
に関したトピックを選定し，各大学から若手研究
者および大学院生のプレゼンテーションを行う機
会を創出し，若手を中心とした国際共同研究への
発展を後押しすることを目的としている．本研究
科からは，加えて学部生の国際学会参加とプレゼ
－71－
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ンテーションの機会を提供したところ，参加学生
からは挑戦的な体験に関しての高い学習効果のフ
ィードバックが聞かれた．事前支援を十分に実施
することや組織的な支援により，グローバル人材
育成への教育的働きかけは，基礎教育の早期から
実施できることが示唆された．このプロセスにお
いて，大学本部の学術国際部国際企画課の支援を
得たことにより，本プロジェクトの位置づけを明
確にすることができた．組織的取り組みとしては，
交流協定校との国際共同による教育研究プラット
フォームづくりのプロセスを記述評価することも
必要と考える．
Ⅳ．ま と め
部局間MOUに基づく国際交流活動の評価のた
めに，本研究科，ソウル国立大学，コンケーン大
学の看護学部と目的に照らしたアクションプラン
を立て，共通課題であるグローバル人材育成を推
進するアジア圏における教育研究プラットフォー
ムの構築をすすめ，国際シンポジウムの共同開催
を実施した．国際シンポジウムの共同開催に向け
た企画準備，運営実施のプロセスを通して，組織
的・継続的な交流が推進され，その波及効果が期
待される．
利益相反関係 申請すべきCOI状態はない．
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